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●新しい歯科診療所が完成しました
●「道の駅なかがわ木製看板デザインコンペ」
　　　　　　　　　　　　　　　　大賞発表
●平成21年度決算報告
●平成22年度中川町人づくり研修事業報告
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新しい歯科診療所で
大荷先生の診療が
行われています。

患者さんの負担軽減のために
・レントゲン撮影をデジタル化し、放射線の影響が減りました。
・レントゲン写真をすぐに、診察室でも見られます。③

患者さんのプライバシーに配慮
・2つの診察室が個室になりました。②

衛生的な環境づくり
・治療時に飛散する飛沫を吸い取ることで、空気感染を防止します。④

誰もが診療を受けやすく
・玄関やトイレがバリアフリーになり、車椅子の方も利用しやすくなりました。①

施設の特徴

スタッフの遠藤さん（左）
と古内さん（右）。
診療は予約の方が優先となりますので、
事前予約をお願いします。
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し
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科
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ま
し
た

新
し
い
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療
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ま
し
た

新
し
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科
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し
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広報なかがわ
2010. 12月号 ２

問い合わせ先　歯科診療所　☎7－2151



３ 広報なかがわ
2010. 12月号

　

中
川
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
募
集
し
て
い
た
「
道
の
駅
な

か
が
わ
木
製
看
板
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ
」
の
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
彫
刻
家
の
國
松
明
日
香
審
査

委
員
長
の
ほ
か
、
中
川
町
長
、
地

域
づ
く
り
委
員
会
代
表
、
中
川
町

地
域
づ
く
り
委
員
会
委
員
に
よ
る

審
査
の
結
果
、
大
賞
に
は
塩
見
遥

さ
ん
・
篠
原
麻
那
美
さ
ん
の
「
ぬ

く
ぬ
く
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
デ
ザ
イ
ン
考
案
者
と
中
川

町
地
域
づ
く
り
委
員
会
が
協
議
を

し
、
制
作
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

完
成
と
設
置
は
、
平
成
23
年
秋
ご

ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
優
れ
た
応
募
作
品
に
対

し
て
「
審
査
員
特
別
賞
」
が
贈
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

國
松
審
査
委
員
長
か
ら
の
講
評
と

と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

ア
が
と
て
も
新
鮮
で
、
こ
こ
を
訪

れ
る
人
た
ち
は
、
樹
木
の
生
長
を

年
月
と
と
も
に
見
守
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
看
板
が
、
い
つ
ま
で
も

「
道
の
駅
な
か
が
わ
」
を
訪
れ
る

人
た
ち
に
末
永
く
愛
さ
れ
る
こ
と

を
切
に
願
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
残
念
な
が
ら
大
賞
を

逃
し
た
Ｎ
ｅ
ｗ
ｔ
ｏ
ｎ
さ
ん
の

「
ア
ン
モ
ナ
イ
テ
ッ
ド　

ス
テ
イ

ツ　

オ
ブ　

な
か
が
わ
」
と
中
商

生
1
班
さ
ん
の
「
化
石
の
町　

な

か
が
わ
」
そ
し
て
有
志
さ
ん
の

「
貫（
つ
ら
ぬ
く
）」
は
、
審
査
を

す
る
我
々
に
中
川
町
を
愛
す
る
気

持
ち
が
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
熱
意
に
対
し
て
審
査
員
特
別

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
報
告

し
ま
す
。

　

高
校
生
を
は
じ
め
と
す
る
若
い

人
た
ち
か
ら
の
応
募
が
多
く
、
中

川
町
で
見
つ
か
る
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

や
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
を
デ
ザ
イ
ン

に
取
り
入
れ
た
も
の
が
大
半
で
し

た
。
そ
の
中
で
、
大
賞
に
選
ば
れ

た
塩
見
遥
さ
ん
の
作
品
「
ぬ
く
ぬ

く
」
は
、
大
変
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ

イ
ン
の
中
に
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

考
慮
し
た
、
従
来
の
看
板
の
イ
メ

ー
ジ
に
な
い
独
創
的
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
緩
や
か
に
ね
じ
ら

れ
た
形
態
は
、
中
川
町
を
流
れ
る

天
塩
川
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
ね
じ
ら
れ
た
形
態
で

派
生
さ
れ
る
空
間
で
は
、
人
が
そ

の
中
を
く
ぐ
っ
た
り
、
隠
れ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
看
板
の
す
ぐ
そ
ば
に
樹

木
を
植
え
る
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ィ

講　
　
　
　
　

評

作品タイトル
　「ぬくぬく」

デザイン考案者
　塩見遥・篠原麻那美（札幌市立大学　研究生／札幌市）

コンセプト
　いつでも人が一緒に風景になれるような看板がよいとおもい、触れたり、よしかかったり、のぼったりなどの行動を
誘発するような形を考えました。人が触れる物はいつまでもきれ
いに、大切にされるとおもいます。
　また、加工した木のつるつるした肌触りや、太陽の熱をおびた
ときの木のあたたかさを感じてほしいと思い、平らな面を用いま
した。それをねじることで動きのある、自然の山や川を表現し、
この風景になじむようにしました。その一方で、つい気になって
しまうようなものにしようとデザインしました。見るたびに変化
を感じる事が出来たらいいとおもい、木を一緒に植えたいとも考
えています。
　たくさんの穴は、手や足を引っかけ、のぼったりすすんだりす
ることを誘発します。またねじられた空間では、くぐったり隠れ
たりすることもできます。記念写真を撮りたくなるような、また
こどもが遊んでくれるような看板にと考えました。

「道の駅なかがわ」木製看板デザイン大賞

「
道
の
駅
な
か
が
わ
木
製
看
板

　
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」大
賞
は
塩
見
遥
さ
ん
・

　

篠
原
麻
那
美
さ
ん
の「
ぬ
く
ぬ
く
」に
決
定
！

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2811



　

平
成
21
年
度
の
各
会
計
決
算
が

議
会
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
町
の
財
政
運
営

の
中
心
と
な
る
会
計
で
す
。
町
で

は
、
「
元
気
発
信
・
笑
顔
の
大
地

・
夢
開
花　

な
か
が
わ
」
の
将
来

像
を
達
成
す
る
た
め
に
、
福
祉
や

教
育
、
経
済
な
ど
の
基
本
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
経
費
の
大
部
分
を
賄
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
に
、
皆
さ
ん
の
生
活
に

直
結
し
た
事
業
を
6
特
別
会
計
で

行
っ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
は
、

国
の
補
助
金
や
税
金
、
使
用
料
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

決
算
は
、
こ
れ
ら
の
お
金
が
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に

ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
た
か
を
示

す
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
|
2
8
1
1

一　般　会　計

町　　　　　　　　　税

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

財　　産　　収　　入

寄　　　　附　　　　金

繰　　　　入　　　　金

繰　　　　越　　　　金

諸　　　　収　　　　入

地　方　譲　与　税

利　子　割　交　付　金

配　当　割　交　付　金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地　方　交　付　税

交通安全対策交付金

国　庫　支　出　金

道　　支　　出　　金

町　　　　　　　　　債

議　　会　　費

総　　務　　費

民　　生　　費

衛　　生　　費

労　　働　　費

農林水産業費

商　　工　　費

土　　木　　費

消　　防　　費

教　　育　　費

災 害 復 旧 費

公　　債　　費

給　　与　　費

予　　備　　費

区　　分区　　　　分

自　

主　

財　

源

依　
　

存　
　

財　
　

源

金　　額 割合（％）

1億7,114万円

198万円

8,549万円

2,979万円

35万円

0万円

4,511万円

2億1,413万円

7,079万円

77万円

14万円

6万円

2,141万円

1,444万円

386万円

17億9,285万円

0万円

8億 361万円

1,108万円

4億6,145万円

4.5

0.1

2.2

0.8

0.0

0.0

1.2

5.6

1.9

0.0

0.0

0.0

0.6

0.4

0.1

47.0

0.0

21.0

2.6

12.1

金　　額 割合（％）

2,491万円

4億6,341万円

2億7,201万円

2億2,936万円

1,533万円

3億7,162万円

1億 224万円

3億9,097万円

1億3,274万円

5億1,968万円

1億2,405万円

5億8,422万円

4億 168万円

0万円

0.7

12.8

7.5

6.3

0.4

10.2

2.8

10.8

3.7

14.3

3.4

16.1

11.1

0.0

歳出内訳

歳出総額
36億3,227万円

歳入内訳

歳入総額
38億1,853万円

広報なかがわ
2010. 12月号 ４

平成21年度
一般会計・特別会計決算報告



５ 広報なかがわ
2010. 12月号

平成21年度に行った主な事業

移住体験事業

定額給付金事業

生活対策臨時交付金事業

特養一心苑改修・備品購入事業

寿の家屋根改修工事

中川町立診療所医師住宅新築工事

中川町立歯科診療所新築設計費委託

中山間地域等直接支払交付金事業

畜産基盤総合整備事業

新規就農誘致事業

農業後継者奨学資金貸付事業

畑作・野菜経営安定化推進事業

中国農業研修生受入支援事業

北はるか南瓜定温貯蔵施設等整備事業

牧場運営事業

森林整備地域活動支援交付金事業

林道大和線改良事業

起業化チャレンジ事業

世田谷交流実行委員会補助

リバーサイドパークイベント広場ステージ整備工事

ポンピラアクアリズイングコインロッカー購入

橋梁長寿命化橋梁点検業務

町道維持工事

町道除雪業務

公営住宅営繕工事

中央小学校地震補強事業

中川中学校地震補強事業

総合型地域スポーツクラブ創設事業

平成20年災奥地林道大和線災害復旧事業

土地：29,569,448㎡
　　　（うち山林19,849,922㎡）
建物：64,998㎡

　　　（平成22年３月31日現在）

区分 事業費 【主な町有財産の現在高】

財政力指数（3ヵ年平均）
　　　0.133（平成20年度0.143）
　財政力指数は、1.0に近いほど自主
財源の割合が高く、財政力が強いこ
とを示します。

経常収支比率
　　79.7％（平成20年度82.7％）
　経常収支比率は、財政の弾力性を
示す指標で、パーセンテージが高い
ほど財政が硬直化していることを示
します。

【中川町の財政力】

貯金（基金）
　20億6,079万円
　（町民1人あたり約112万円）

借金（地方債残高）
　58億6,882万円
　（町民1人あたり約318万円）

※平成22年3月31日現在人口
　1,844人を基に計算

【中川町の貯金と借金】

健全化判断比率
・実質赤字比率　　　　－％
・連結実質赤字比率　　－％
・実質公債費比率　　12.3％
・将来負担比率　　　　2.0％

資金不足比率
・簡易水道特別会計　　－％
・農業集落排水事業　　－％

※これらの数値は、赤字でない限り
　比率がないものとされ、「－％」
　と示しています（詳しくは、広報
　なかがわ2010年11月号4～5ペー
　ジをご覧ください）。

【健全化判断比率、　　　
　　　資金不足比率】

事　　業　　名

総
務
費

民
生
費
衛
生
費

農
林
水
産
業
費

商
工
費

土
木
費

教
育
費

災害復旧費

82万円

3,103万円

1億5,968万円

2,227万円

124万円

2,600万円

322万円

2,310万円

1,853万円

558万円

72万円

24万円

10万円

94万円

2,539万円

465万円

1,941万円

58万円

20万円

273万円

29万円

699万円

1,201万円

5,455万円

3,740万円

2億9,719万円

525万円

79万円

1億2,405万円

各会計別決算総括表

介
護
保
険

特　
　

別　
　

会　
　

計

38億1,853万円
2億5,963万円

145万円
1億 904万円
1億1,336万円
1億5,000万円

770万円
2,218万円

6億6,336万円
44億8,189万円

国民健康保険事業
老 人 保 健 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業

後 期 高 齢 者 医 療
小　　　　　　　計

区　　　分
一　　般　　会　　計

一般会計＋特別会計

歳入決算額 歳出決算額 差引額

保険事業勘定
サービス事業勘定

36億3,227万円
2億4,241万円

143万円
1億 898万円
1億1,332万円
1億4,983万円

770万円
2,215万円

6億4,582万円
42億7,809万円

1億8,626万円
1,722万円

2万円
6万円
4万円

17万円

3万円
1,754万円

2億 380万円



　

研
修
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
や

今
後
必
要
な
こ
と
な
ど
、
西
野
さ

ん
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
も
中
川
町
と
同
じ

く
化
石
を
展
示
す
る
博
物
館
が
多

く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
博
物
館

は
、
個
人
経
営
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

道
内
に
も
個
人
経
営
の
博
物
館
は

あ
り
ま
す
が
、
中
川
町
に
は
町
の

施
設
と
し
て
の
博
物
館
が
あ
り
、

多
く
の
貴
重
な
標
本
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
の
活

動
の
中
で
多
く
の
化
石
を
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
し

て
き
ま
し
た
が
、
個
人
や
団
体
の

　

展
示
物
の
充
実
と
と
も
に
博
物

館
活
動
へ
の
人
的
支
援
の
充
実
も

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
か

が
わ
化
石
会
の
会
員
は
、
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
の
地
層
観

察
教
室
や
森
の
学
校
な
ど
に
地
域

講
師
と
し
て
参
加
し
、
自
ら
の
活

動
で
得
た
知
識
や
技
術
を
参
加
者

に
普
及
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま

す
。
先
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
会
員
の
標
本
を
展
示
し
、
化
石

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
体
験
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続

け
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
は
、

人
づ
く
り
に
も
地
域
づ
く
り
に
も

重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
動
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
う

た
め
に
、
ま
た
、
博
物
館
の
展
示

物
を
充
実
し
て
い
く
た
め
に
も
、

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
を

核
と
す
る
個
人
の
活
動
を
広
げ
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。

　
　

人
づ
く
り
研
修
事
業
は
、

　

個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち

　

づ
く
り
を
推
進
す
る
人
材
育

　

成
を
行
う
た
め
に
、
町
民
の

　

研
修
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

　

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
1

ジオパーク
　地質や化石などの重要な
自然遺産を含む、自然に親
しむための公園。「大地の
公園」と訳され、日本では
「洞 湖有珠山ジオパーク」
などが認定されている。

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

で
は
運
営
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
エ
コ
ー
ル
咲
く
」
の
皆
さ
ん
が

グ
ッ
ズ
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
化
石
の
里
な
か
が
わ
」
の
魅
力

を
多
く
の
人
々
に
伝
え
ら
れ
る
よ

う
な
グ
ッ
ズ
を
開
発
す
る
こ
と
は
、

来
館
者
に
と
っ
て
の
魅
力
を
高
め
、

ま
た
、
製
作
す
る
我
々
に
と
っ
て

も
喜
び
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
グ

ッ
ズ
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
ふ
れ

あ
い
を
さ
ら
に
醸
成
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、「
ジ
オ
パ
ー

ク（
下
の
囲
み
参
照
）」
の
取
り
組

み
が
盛
ん
で
す
。
見
学
旅
行
で
訪

れ
た
個
人
経
営
の
採
石
場
は
、
休

日
に
限
っ
て
化
石
愛
好
家
に
開
放

し
、
自
然
に
落
ち
た
岩
石
を
採
集

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
川
町

で
は
、
土
地
の
所
有
者
の
了
解
を

得
る
こ
と
や
事
故
の
対
応
な
ど
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、気
軽
に
野
外
で

化
石
と
ふ
れ
あ
う
場
面
づ
く
り
は

重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

広報なかがわ
2010. 12月号 ６

博
物
館
の
充
実
に
向
け
て

中
川
町
人
づ
く
り
研
修
事
業
報
告

平
成
22
年
度

博
物
館
活
動
へ
の
支
援

グ
ッ
ズ
の
開
発
研
究

誰
も
が
化
石
と

　
　
　

ふ
れ
あ
う
た
め
に

研修者
　西野孝信

目　的
　フランス・ディジョンの地質遺産
　を中心としたジオパークの巡検や
　地方博物館の見学などを通して、
　中川町における地質遺産の保全と
　活用による地域活性化手法を検討
　する。特に、地質遺産を中心とし
　たジオツーリズム（着地型観光の
　一形態）の展開とミュージアムグ
　ッズや教材の開発を進める。

日　程
　8月30日～9月13日（15日間）

視察内容
　第８回頭足類国際シンポジウムお
　よび巡検の参加、フランス国立自
　然史博物館の見学。



公民館図書室公民館図書室
の

公公公公公公公公民館図書室公公民民館館 室室公民館図書室民館図書室民民館館 室公公公民民民民館館館館図図公民館図書室公民館図書室
のの

おすすめおすすめおすすめ

　おまじないや占い、誰もが知っていた花
子さん、夢中で話した学校の七不思議、お
そるおそる試したこっくりさん。約束を破
った人はだぁれ？　青春ミステリーの気鋭
が初めて封印を破った現代の怪談。

　世界に向けてエイズ患者差別撲滅を訴え、
12歳で逝ったンコシと養母の物語。驚くべ
き南アフリカのエイズ事情や社会背景を解
説しつつ、ンコシの短くも勇気に満ちた生
涯を豊かに描くノンフィクション。

　絶滅の危機に瀕している動物たちを紹介
しながら、生物多様性が失われる問題と私
たちの暮らしがどのようにつながっている
のかを、もったいないばあさんのメッセー
ジとともに紹介する。

　１枚の作品を描くにも、いままで自分の
いのちを注ぎ込んで生み出していると思っ
ていたが、それは錯覚だったようだ。むし
ろ、描いているものから筆を通して、喜び、
優しさ、静けさ、強さなど、生きていく力
を私が与えられていたのである。

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
|
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
―
2
8
5
0
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕

我
が
口
に
入
る
こ
と
な
き
他
家
の
庭
先
の
柘
榴
の
熟
す
を
待
ち
居
り　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
仁
美

幼
子
の
寝
顔
を
見
れ
ば
案
じ
ら
る
「
有
言
実
行
内
閣
」
な
る
も
の　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

店
先
に
丸
々
肥
え
た
栗
あ
り
て
ふ
と
匂
い
く
る
亡
母
の
栗
お
こ
わ　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

紫
陽
花
の
宿
す
雫
の
そ
れ
ぞ
れ
に
虹
あ
る
を
知
る
視
力
戻
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

見
は
る
か
す
ス
ス
キ
の
穂
波
茫
々
と
風
わ
た
る
海
に
わ
が
身
捨
て
置
く　
　
　
　
　
　

佐
竹　

敏
章

ひ
た
す
ら
に
生
き
よ
う
と
す
る
姑
の
日
々
大
河
の
ご
と
く
流
れ
つ
き
た
り　
　
　
　
　

千
葉　

征
子

手
繰
り
寄
す
蔓
の
零
余
子
に
忘
れ
ゐ
し
幼
き
頃
の
思
ひ
出
つ
き
来
る　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

夕
焼
け
を
見
に
登
り
ゆ
く
樽
子
山
に
同
類
の
一
人
す
で
に
立
ち
お
り　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

羊
蹄
山
の
裾
野
ひ
ろ
び
ろ
収
穫
期
薯
掘
り
す
す
む
転
が
る
よ
ろ
こ
び　
　
　
　
　
　
　

山
内
ミ
ツ
ヱ

吾
が
庭
の
ク
ル
ミ
の
木
よ
り
実
が
落
ち
て
猛
暑
の
夏
に
終
り
を
告
げ
る　
　
　
　
　
　

山
田　
　

昇

〔
俳　

句
〕

大
花
野
雲
百
態
を
演
じ
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

征
子

山
紅
葉
険
し
き
岩
に
色
添
へ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

さ
わ
や
か
な
ま
ま
黄
昏
る
る
今
日
の
空　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

た
る

こ
や
ま

て

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸「
ふ
ち
な
し
の
か
が
み
」

辻
村
深
月　
著

「
ぼ
く
も
あ
な
た
と

　

お
な
じ
人
間
で
す
」

酒
井
泰
介　
訳

ジ
ム
・
ウ
ー
テ
ン　
著

詩
画
集

「
種
蒔
き
も
せ
ず
」

星
野
富
弘　
著

真
珠
ま
り
こ　
著

児
童
書

「
生
き
も
の
が
き
え
る
」

７ 広報なかがわ
2010. 12月号



広報なかがわ
2010. 12月号 ８

　

加
齢
な
ど
に
よ
っ
て
、
眼
の

中
の
黄
斑
部
が
障
害
を
受
け
る

病
気
で
す
。
黄
斑
部
は
、
網
膜

の
中
央
に
あ
り
、
視
力
と
最
も

か
か
わ
り
が
あ
る
部
分
で
す

（
左
図
）。
特
に
、
黄
斑
部
の
中

心
部
は
、
物
の
形
や
色
な
ど
を

識
別
す
る
「
視
細
胞
」
が
集
中

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
黄
斑
部
が
障
害
を
受
け

る
と
、
見
よ
う
と
す
る
部
分
が

見
え
に
く
く
な
り
、
症
状
が
進

行
す
る
と
視
力
が
低
下
し
、
失

明
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
に
お
け
る
失
明

原
因
の
第
4
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

見
え
て
い
る
中
央
が
ゆ
が
ん

で
見
え
る
、
見
え
て
い
る
中
心

が
薄
暗
く
見
え
る
、
な
ど
の
症

状
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
視
力

の
低
下
も
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

　

加
齢
黄
斑
変
性
が
あ
る
か
ど

う
か
は
、
自
分
で
簡
単
に
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
5
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
ま
す
目
の
中
心
に
印
を
つ

け
た
紙
を
用
意
し
ま
す
（
下
図

を
使
っ
て
く
だ
さ
い
）
。
目
か

ら
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離

し
て
、
片
目
で
中
心
の
点
を
ま

っ
す
ぐ
に
見
ま
す
。

　

中
心
点
の
周
り
の
線
が
ゆ
が

ん
で
見
え
た
り
、
薄
暗
く
て
見

え
に
く
い
場
合
は
、
加
齢
黄
斑

変
性
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
眼

科
で
詳
し
い
検
査
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

　

加
齢
黄
斑
変
性
に
は
、
「
滲

出
型
」
と
「
萎
縮
型
」
の
2
種

類
が
あ
り
ま
す
。
「
滲
出
型
」

の
場
合
は
、
症
状
の
進
行
が
早

く
、
視
力
の
低
下
が
急
激
に
起

こ
り
ま
す
が
、
多
く
の
治
療
法

が
あ
り
、
早
期
治
療
が
で
き
ま

す
。
「
萎
縮
型
」
は
、
症
状
の

進
行
が
と
て
も
遅
く
、
視
力
の

低
下
が
少
な
い
の
で
す
が
、
有

効
な
治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
基
本
的
に
眼
科
で
定

期
検
査
を
行
い
、
滲
出
型
へ
の

移
行
が
な
い
か
な
ど
の
確
認
を

し
ま
す
。

・
禁
煙
＝
喫
煙
は
、
加
齢
黄
斑

変
性
の
発
症
要
因
に
な
る
た
め
、

禁
煙
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
緑
黄
色
野
菜
を
食
べ
る
＝
緑

黄
色
野
菜
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
、
Ｃ
、
Ｅ
は
、
加
齢
黄
斑

変
性
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
1
5

0
グ
ラ
ム
を
目
標
に
食
べ
ま
し

ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

住
民
課
幸
福
推
進
室　

保
健
師

　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

【
今
月
の
テ
ー
マ
】 

　
　

加
齢
黄
斑
変
性

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

加
齢
黄
斑
変
性
と
は

症　

状

治　

療

自
分
で
で
き
る
早
期
発
見

　

加
齢
黄
斑
変
性
と
い
う
病
気
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

50
歳
以
上
の
中
高
年
に
多
い
眼
の
病
気
で
、
近
年
患
者
数
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

〔目の構造〕

予
防
の
た
め
に



９ 広報なかがわ
2010. 12月号

　
秋
野
菜
の

　

蒸
し
料
理
教
室
レ
ポ
ー
ト

　

蒸
し
料
理
は
、
食
材
の
う
ま
み

を
凝
縮
し
、
栄
養
素
や
色
素
を
流

さ
ず
に
閉
じ
込
め
、
旬
の
食
材
の

栄
養
を
無
駄
な
く
摂
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
身
近
な
秋
野
菜
を
使
っ

た
蒸
し
料
理
教
室
を
保
健
セ
ン
タ

ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

「
秋
野
菜
」
と
「
蒸
す
こ
と
」

に
つ
い
て
の
講
話
と
4
品
の
調
理

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
せ
い
ろ
を

使
っ
た
本
格
蒸
し
料
理
や
、
シ
リ

コ
ン
製
の
電
子
レ
ン
ジ
ス
チ
ー
マ

ー
を
使
っ
た
簡
単
な
も
の
な
ど
、

い
く
つ
か
の
方
法
で
実
習
し
、
食

材
、
人
数
、
時
間
な
ど
に
あ
わ
せ

た
調
理
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
蒸
す
こ
と

で
野
菜
が
こ
ん
な
に
甘
く
お
い
し

く
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

「
あ
ま
り
蒸
し
料
理
は
し
な
い
が
、

簡
単
に
で
き
る
も
の
だ
と
わ
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
が
り
ま
し

た
。

　

料
理
教
室
の
ご
案
内
は
、

「
広
報
な
か
が
わ
お
知
ら
せ

版
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。
次

回
は
「
冬
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

かんたんレンジで
　　　　きのこのマリネ
（しめじ、舞茸、エリンギ、
生しいたけ）

きのこと豆腐の
　 ふわふわシュウマイ
（絹ごし豆腐、しいたけ、
鶏ひき肉）
下に敷いたキャベツと一緒
にいただきます

秋野菜のスチーム
　　　チーズフォンデュ
（じゃがいも、人参、れん
こん、ごぼう、ブロッコリ
ー、カマンベールチーズ）
　カマンベールチーズは、
上部の白カビを取って、野
菜と一緒にせいろで蒸しま
す。
　せいろで蒸した秋野菜の
凝縮された味に参加者から
は驚きの声があがりました。

さつま汁
（さつまいも、長ねぎ、
小松菜）



広報なかがわ
2010. 12月号

問い合わせ先　中川町地域子育て支援センター「まめちょ」　☎・FAX 7－2022

10

こんにちは 「まめちょ」です中川町地域子育て支援センター

遊び場開放　　月・火　10：00～12：00　13：00～16：00
　　　　　　　　金 　10：00～12：00
　場　　所　　　児童センター（旧幼稚園）
今月の開放日　　3日・6日・10日・13日・14日・17日・20日・24日・
　　　　　　　　27日・28日

＊日程・内容などは変更になることがあります。

《12月の活動予定》
場　　所 内　　　　　　容

親子行事　「もちつき会」
10：00～12：00

子育て講座　「クリスマスリースづくり」
10：00～12：00

サークル　「アンパンマンキャラクターバッグづくり」
10：00～12：00

2日（木）
児童センター
5日（日）

児童センター

15日（水）
児童センター

21日（火）
児童センター

16日（木）
児童センター

あそびの広場　「制作遊び」
10：00～12：00

あそびの広場　「クリスマス会」
10：00～12：00

幼児センター開放
9：30～11：30

7日（火）
幼児センター

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
ヶ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
街
は
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
ク

リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
一
色
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
わ
く
わ
く
す

る
時
期
の
ひ
と
つ
で
す
。
サ
ン
タ
さ
ん
を
楽
し
み
に
待
つ
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
が
手
に

と
る
よ
う
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
冬
支
度
は
、
お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
？　

早
い
も

の
で
、
も
う
す
ぐ
寅
年
と
も
お
別
れ
で
す
。
師
走
の
あ
わ
た
だ
し
い
時
期
に
な
り
、
寒
さ

も
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
体
に
気
を
付
け
て
、
元
気
に
年
末
年
始
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

今
月
は
、
左
の
と
お
り
活
動
を
予
定
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

9日（木）
児童センター

あそびの広場　「簡単小物づくり」
10：00～11：30

（1歳6ヶ月までのお子さんの家族と妊婦対象）

問　

町
の
光
フ
ァ
イ
バ
に
つ
な

い
で
も
、
今
使
っ
て
い
る
宅
内

テ
レ
ビ
ケ
ー
ブ
ル
は
使
え
ま
す

か
？

答　

基
本
的
に
は
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
対
応
し
て
い
る
ケ
ー
ブ

ル
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
使
え

ま
す
。

問　

地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
を
買

わ
な
い
場
合
、
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
は
テ
レ
ビ
の
台
数
分
必
要

で
す
か
？　

ま
た
、
地
デ
ジ
チ

ュ
ー
ナ
ー
の
購
入
を
役
場
で
は

あ
っ
せ
ん
し
ま
す
か
？

答　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
は
、

テ
レ
ビ
の
台
数
分
必
要
で
す
。

ま
た
、
購
入
の
際
は
、
最
寄
り

の
家
電
販
売
店
な
ど
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
か
ら
フ
レ
ッ
ツ

光
に
契
約
の
変
更
が
必
要
で
す

か
？

答　

個
人
で
選
択
を
お
願
い
し

ま
す
。
フ
レ
ッ
ツ
光
に
加
入
す

る
と
、
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

問　

牛
舎
の
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
た
い
の
で

す
が
、
ケ
ー
ブ
ル
の
引
き
込
み

は
で
き
ま
す
か
？

答　

で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
通
信
業
者

へ
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
1

地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
放
送
の
こ
と

光
フ
ァ
イ
バ
通
信

Ｑ
＆
Ａイ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

こ
と
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10月25日●農 業 委 員 会 総 会
11月4日●議会経済常任委員会
11月8日●教 育 委 員 会 議
11月12日●議 会 運 営 委 員 会

議会・各種委員会の開催状況

火災・救急
出動件数

火災出動　2件
救急出動　47件
平成22年10月31日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

10
月
1
日
か
ら
31
日
ま
で
、
中
川
町
全
世
帯
を
対
象
と
し
た
防
火
査
察
を
実
施
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様

に
は
季
節
柄
何
か
と
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
を

も
ち
ま
し
て
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
消
防
職
員
一
同
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
防
火
査
察
を
実
施
し
た
結
果
、
ス
ト
ー
ブ
や
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
火
気
使
用
設
備

付
近
に
洗
濯
物
な
ど
の
可
燃
物
を
置
い
て
い
る
お
宅
が
目
立
ち
ま
し
た
。
可
燃
物
の
落
下

や
接
触
か
ら
火
災
に
な
る
ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
火
を
使
う
機
器
の
周
り
に
は

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の
防
火
対
策
と
し
て
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

①
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
や
め
る
。

　

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　

⑤
寝
具
や
衣
類
か
ら
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

　

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

　

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

　
　

体
制
を
つ
く
る
。

年
末
年
始
の
防
火
対
策

　

防
火
査
察
と
同
時
に
行
っ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
調
査
か
ら
中
川
町

の
普
及
率
を
算
出
し
ま
し
た
。
昨
年
は
約
58
％
で
あ
っ
た
も
の
が
約
75
％
に
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
住
宅
火
災
警
報
器
は
平
成
23
年
6
月
か
ら
設
置
の

義
務
化
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に
設
置
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

一
般
住
宅
の
防
火
査
察
を
行
い
ま
し
た

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
率

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
―
2
1
1
9
番
ま
で

火事と救急は119番

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
付

・
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）
様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
贈

　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
々

よ
り
「
志
」

　
　
　
　
　
　
　

中
川
神
社　

様

　
　
　
　
　
　
　

前
田
美
知
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

結
城　
　

寛　

様

　
　
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ　

様

　

広
報
な
か
が
わ
11
月
号
の
裏
表

紙
に
掲
載
し
た
野
村
和
子
様
の
表

彰
記
事
の
中
の
「
中
川
町
社
会
福

祉
協
議
会
理
事
」
は
「
中
川
町
社

会
福
祉
協
議
会
評
議
員
」
の
誤
り

で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　

申
し
上
げ
ま
す

中　

川　

寺
尾　
　
　
　

様
（
91
歳
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

山
本　

龍
哉　

様
（
2　

区
）

首
藤　
　

茜　

様
（
1　

区
）

御
囲　

孝
行　

様
（
歌　

内
）

松
村　

恵
美　

様
（
旭
川
市
）

一
般
住
宅
の
防
火
査
察
を
行
い
ま
し
た

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
率

中川町における
住宅用火災警報器
の普及率！

11月1日現在
75.42％
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平成22年災
ペンケシップ川
災害復旧流木伐木工事

平成22年災
安川千葉地先排水路
災害復旧埋塞土除去
工事

平成22年災
大富26線本線
災害復旧側溝埋塞土
除去工事

平成22年災
大富26線本線
災害復旧側溝埋塞土
除去工事その2

平成22年災
安川門脇地先排水路
災害復旧埋塞土
除去工事その2

平成22年災
誉平2号幹線排水路
管理道災害復旧工事

平成22年災
天幕川災害復旧埋塞土
除去工事

工事・業務名
入札結果

第1回入札金額（円）
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間 備　考入札参加業者

（※落札業者）

入　札

入　札

入　札

入　札

入　札

入　札

入　札

着手　平成22年9月6日

着手　平成22年9月6日

竣工　平成22年9月24日

埋塞土除去　V=300㎥

立木伐木7,000㎡
運搬処分

竣工　平成22年9月24日

埋塞土除去V=250㎥
立木伐木　3,000㎡
運搬処分

着手　平成22年9月6日

竣工　平成22年9月24日

埋塞土除去V=230㎥
立木伐木　3,000㎡
運搬処分

着手　平成22年9月6日

竣工　平成22年9月24日

埋塞土除去V=520㎥
立木伐木　150㎡
運搬処分

砂利敷均　A=1,200㎡
立木伐木　5,000㎡
運搬処分

埋塞土除去V=1,320㎥

着手　平成22年9月6日

竣工　平成22年9月24日

1,155,000

1,008,000

1,291,500

1,270,500

1,260,000

1,029,000

1,270,500

予定価格（円）

1,207,500

1,018,500

1,299,900

1,277,850

1,291,500

1,053,150

1,281,000

95.7％

99.0％

99.4％

99.4％

97.6％

97.7％

99.2％

着手　平成22年9月16日

竣工　平成22年10月15日

着手　平成22年9月6日

竣工　平成22年9月24日

9、10月の入札・契約結果

※ ㈲佐藤組

㈲加藤造園

※ ㈲佐藤組

吉川組

※ 植村技建㈲

㈲佐藤組

※ 植村技建㈲

㈲佐藤組

※ ㈲佐藤組

㈱常盤天塩川建設

※ 植村技建㈲

㈱常盤天塩川建設

※ ㈲佐藤組

㈱常盤天塩川建設

1,100,000

1,110,000

960,000

980,000

1,230,000

1,240,000

1,210,000

1,220,000

1,200,000

1,230,000

980,000

1,000,000

1,210,000

1,230,000
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平成22年災
天幕川災害復旧
立木伐木工事

平成22年災
大富26線支線
災害復旧側溝埋塞土
除去工事

平成22年災
十間川災害復旧埋塞土
除去工事

平成22年災
誉富山地先排水路
災害復旧埋塞土
除去工事

工事・業務名
入札結果

第1回入札金額（円）
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間 備　考入札参加業者

（※落札業者）

入　札

入　札

入　札

入　札

入　札

入　札

入　札

着手　平成22年9月1日

着手　平成22年9月6日

竣工　平成22年9月15日

埋塞土除去V=450㎥

立木伐木　4,000㎡
運搬処分

竣工　平成22年9月24日

埋塞土除去V=610㎥

着手　平成22年9月6日

竣工　平成22年9月24日

埋塞土除去V=460㎥

着手　平成22年9月6日

竣工　平成22年9月24日

766,500

714,000

850,500

934,500

829,500

714,000

630,000

予定価格（円）

777,000

724,500

871,500

955,500

856,800

732,900

640,500

98.6％

98.6％

97.6％

97.8％

96.8％

97.4％

98.4％
平成22年災
歌内ジャモン川災害
復旧埋塞土除去工事

埋塞土除去V=320㎥

着手　平成22年10月4日

平成22年度
農業用施設災害
佐久地区排水路埋塞土
除去工事

埋塞土除去V=184㎥

着手　平成22年9月17日

竣工　平成22年10月20日

竣工　平成22年11月15日

平成22年度
農業用施設災害
安川地区排水路埋塞土
除去工事

埋塞土除去V=341㎥

着手　平成22年9月17日

竣工　平成22年10月20日

※ ㈲佐藤組

吉川組

※  植村技建㈲

吉川組

※ ㈲佐藤組

植村技建㈲

※ ㈲加藤造園

㈲佐藤組

※ ㈲佐藤組

㈱北部興業

吉川組

植村技建㈲

※ 植村技建㈲

㈱北部興業

吉川組

㈲佐藤組

※ ㈱北部興業

植村技建㈲

730,000

750,000

680,000

700,000

810,000

830,000

890,000

900,000

790,000

820,000

835,000

850,000

680,000

690,000

695,000

730,000

600,000

620,000
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問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2811

平成22年災
農地測量調査委託業務

平成22年度
中川町立歯科診療所
解体工事

平成22年度
旧診療所敷地側溝
整備工事

森林環境保全整備事業
平成22年度
町有林新植（秋）工事

工事・業務名
入札結果

第1回入札金額（円）
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間 備　考入札参加業者

（※落札業者）

入　札

入　札

入　札

入　札

入　札

入　札

着手　平成22年10月14日

着手　平成22年10月14日

完了　平成22年11月15日

CB造平屋建て
延床面積189.67㎡
1棟解体一式

被災ほ場
区域測量
区域平面図作成一式

竣工　平成22年11月30日

円形側溝φ300型
L=77m
舗装　A=22㎡

着手　平成22年10月14日

竣工　平成22年11月15日

町有林5.54haの新植
大和地区、ヤチダモ

佐久橋
橋梁水道添架管の補修
L=235m

着手　平成22年10月14日

竣工　平成22年11月12日

1,291,500

4,357,500

2,877,000

8,988,000

9,555,000

2,310,000

予定価格（円）

1,354,500

4,431,000

2,927,400

10,059,000

9,796,500

2,782,500

95.3％

98.3％

98.3％

89.4％

97.5％

83.0％

平成22年度
佐久簡易水道佐久橋
橋梁添架管補修工事

着手　平成22年10月29日

竣工　平成22年12月20日

森林環境保全整備事業
平成22年度
町有林除間伐（秋）工事

町有林19.40haの除伐
共和・板谷

着手　平成22年10月29日

竣工　平成22年11月22日

※ かたやま測量㈱

㈱三洋コンサルタント

パブリックコンサルタント㈱

※ ㈱常盤天塩川建設

㈱佐藤工建

㈱中川阿部建設

大永建設㈱

※ 吉川組

植村技建㈲

㈱北部興業

㈲佐藤組

※ 上川北部森林組合

遠藤工業㈲

※ ㈱中川水道

㈱常盤天塩川建設

㈱佐藤工建

※ 遠藤工業㈲

上川北部森林組合

1,230,000

1,270,000

1,290,000

4,150,000

4,180,000

4,200,000

4,250,000

2,740,000

2,780,000

2,780,000

2,800,000

8,560,000

8,800,000

9,100,000

9,240,000

9,300,000

2,200,000

2,320,000
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平
成
22
年
4
月
か
ら
「
倒
産
・

解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
」
や
「
雇

い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
」
を
し

た
方
の
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保

税
）
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
者

　

離
職
時
に
65
歳
未
満
で
、
か
つ

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
の
間
に

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

（
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）

と
し
て
失
業
等
給
付
を
受
け
る
方

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

　

職
理
由
が
11
、
12
、
21
〜
23
、

　

31
〜
34
に
該
当
す
る
方
が
対
象

　

で
す
。

・
高
年
齢
受
給
資
格
お
よ
び
特
定

　

受
給
資
格
者
は
対
象
と
な
り
ま

　

せ
ん
。

◆
軽
減
額

　

国
保
税
は
、
前
年
の
所
得
な
ど

に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
軽
減
は
、

前
年
の
給
与
所
得
を
そ
の
1
0
0

分
の
30
と
み
な
し
て
行
い
ま
す
。

　

最
近
、
年
金
事
務
所
職
員
を
装

っ
て
家
庭
を
訪
問
し
、
「
年
金
の

手
続
き
が
終
わ
っ
て
い
な
い
。
本

人
に
代
わ
っ
て
手
続
き
を
す
る
の

で
、
手
数
料
を
支
払
っ
て
ほ
し

い
。」
な
ど
と
言
い
、
そ
の
場
で
現

金
を
請
求
す
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
の
職
員
が
家
庭
を

訪
問
し
、
年
金
手
続
き
の
手
数
料

を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
金
事
務
所
の
職
員
を
名
乗
っ

た
訪
問
や
電
話
で
不
審
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
場
で
対
応

せ
ず
、
年
金
事
務
所
へ
確
認
す
る

な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
金
事
務
所
の
職
員
が

訪
問
す
る
と
き
は
、
身
分
証
明
書

を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
年
金
事
務
所

☎
0
1
6
6
―
2
7
―
1
6
1
1

倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
方
の

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

年
金
事
務
所
職
員
を

名
乗
る
詐
欺
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

◆
軽
減
期
間

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で
の
期
間
で
す
。

・
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受

　

け
る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、

　

途
中
で
再
就
職
し
て
も
引
き
続

　

き
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
会
社

　

な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る

　

な
ど
し
て
国
保
を
脱
退
す
る
と

　

終
了
し
ま
す
。

◆
制
度
が
始
ま
る
前
に
失
業
し
た

　

場
合
の
取
り
扱
い

　

平
成
21
年
3
月
31
日
以
降
に
離

職
し
た
方
は
、
平
成
22
年
度
に
限

っ
て
国
保
税
を
軽
減
し
ま
す
。
た

だ
し
、
平
成
21
年
度
の
国
保
税
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
手
続
き

　

軽
減
を
受
け
る
に
は
届
け
出
が

必
要
で
す
。
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
役
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ

　

人
権
問
題
、
家
庭
問
題
、
い
じ
め
問
題
を
は
じ
め
、
近
隣
関

係
の
い
ざ
こ
ざ
な
ど
の
身
近
な
法
律
問
題
、
そ
の
他
の
ご
相
談

を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

■
日　

時　

12
月
6
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

■
場　

所　

中
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

■
相
談
員　

中
川
町
人
権
擁
護
委
員

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　

☎
7
―
2
8
1
3

「
特
設
人
権
心
配
ご
と

　

相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

「
特
設
人
権
心
配
ご
と

　

相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

し
あ
わ
せ



　

警
察
官
、
銀
行
職
員
、
銀
行
協
会
を
名
乗
り
、
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
事
件
が
全
国
的
に
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
他
人
に
預
金
通
帳
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
た
り
、
暗
証
番
号
を
教
え
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
少
し
で
も
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
警
察
や
家

族
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

飲
酒
運
転
に
は
、
5
年
（
3
年
）
以
下
の
懲
役
ま
た
は
1
0
0

（
50
）
万
円
以
下
の
罰
金
と
い
う
厳
し
い
処
分
が
下
さ
れ
ま
す
。

「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
を
実
践
し
て
、
飲
酒
運
転
の
根
絶

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　

「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
」
と
は
、
自
動
車
で
仲
間
と
飲
食

　

店
な
ど
へ
行
く
と
き
に
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン
ド
ル

　

キ
ー
パ
ー
）
を
決
め
、
そ
の
人
が
仲
間
を
自
宅
ま
で
送
り
届

　

け
る
運
動
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

美
深
警
察
署　

☎
2
|
1
1
1
0

　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
|
2
0
1
9

　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
|
5
0
7
1

　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

駐 在 所
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下村正信さん（77歳） 上田　巽さん（77歳）

喜寿おめでとうございます

一戸國男さん（77歳）

平木智次さん（88歳）

米寿おめでとうございます

小池信平さん（88歳）

ご長寿さん
まちの
ご長寿さん
まちの

ご長寿さん
まちの

&

赤ちゃん赤ちゃん赤ちゃん

お父さん　充　洋 さん
お母さん　しのぶ さん

谷口仁康ちゃん
まさやす

ス
ト
ッ
プ
振
り
込
め
詐
欺

ス
ト
ッ
プ
振
り
込
め
詐
欺

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う

―
飲
み
ま
せ
ん　

断
る
勇
気　

誘
わ
ぬ
礼
儀

飲
み
ま
せ
ん　

断
る
勇
気　

誘
わ
ぬ
礼
儀
―

ス
ト
ッ
プ
振
り
込
め
詐
欺

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う

―
飲
み
ま
せ
ん　

断
る
勇
気　

誘
わ
ぬ
礼
儀
―



■
支
援
の
申
し
込
み
受
付
締
切

　

12
月
28
日
（
消
印
有
効
）

　

天
候
不
順
な
ど
の
理
由
で
支
援

が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
注
意
事
項

　

支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
自
分

で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
の

費
用
を
清
算
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

　

援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
5
7
0
―
0
3
3
8
4
0

■
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

　
　
　
　
　
　
　
　

（
無
利
子
）

・
対
象
＝
自
動
車
事
故
に
よ
り
保

　

護
者
が
死
亡
し
た
り
重
い
後
遺

　

障
害
が
残
っ
た
家
庭
の
子
で
、

　

0
歳
か
ら
12
歳
ま
で
の
方

・
貸
付
金
額
＝
1
人
に
つ
き
最
初

　

一
時
金
15
万
5
0
0
0
円
、
以

　

後
月
額
2
万
円
、
小
中
学
校
入

　

学
時
に
入
学
支
度
金
4
万
4
0

　

0
0
円

・
返
還
方
法
＝
月
賦
ま
た
は
月
賦

　

半
年
賦
併
用
に
よ
る
20
年
以
内

　

で
の
均
等
払
い

・
返
還
猶
予
＝
機
構
職
員
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

■
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

・
対
象
＝
自
動
車
事
故
に
よ
り
、

　

脳
、
脊
髄
、
胸
腹
部
臓
器
に
損

　

傷
を
受
け
、
常
時
ま
た
は
随
時

　

の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
で
一

　

定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

・
支
給
額
＝
月
額
2
万
9
2
9
0

　

円
か
ら
13
万
6
8
8
0
円
の
間

　

で
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
ま
す

　

（
短
期
入
院
費
用
が
あ
れ
ば
、

　

別
途
支
給
し
ま
す
）。

・
支
給
期
月
＝
3
、
6
、
9
、
12

　

月
【
問
い
合
わ
せ
先
】

独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構
旭
川
支
所

☎
0
1
6
6
―
4
0
―
0
1
1
1

　

「
愛
食
運
動
」
の
輪
を
よ
り
い

っ
そ
う
広
げ
て
い
く
た
め
、
「
地

産
地
消
」
「
食
育
」
な
ど
の
活
動

を
実
践
し
て
い
た
だ
く
、
『
道
内

の
企
業
、
団
体
、
3
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
』
を
募
集
し
ま
す
。
「
愛

食
応
援
団
」
の
取
り
組
み
は
、
北

海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広

く
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
先
は
、
申
請
者
の
所
在
地

が
あ
る
総
合
振
興
局
（
振
興
局
）、

申
請
者
の
事
務
所
な
ど
が
複
数
あ

り
そ
の
所
在
地
が
複
数
の
総
合
振

興
局
に
ま
た
が
る
場
合
は
北
海
道

庁
農
政
部
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
農
政
部
食
の
安
全
推
進
局

食
品
政
策
課

☎
0
1
1
―
2
0
4
―
5
4
2
9

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://www.pref.

　

hokkaido.lg.jp/ns/shs/

　

dosanday/ouendan.htm

　

本
紙
10
月
号
2
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
「
第
4
回
全
国
水
源
の

里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
記
事
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤
）
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
財

　
　

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ

　
　

ー
の
支
援
を
受
け
て
開
催

　
　

さ
れ
ま
し
た
。

正
）
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
全

　
　

国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

　
　

施
行
者
協
議
会
か
ら
の
拠

　
　

出
金
を
受
け
て
実
施
し
た

　
　

も
の
で
す
。

■
資　

格

　

平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
で
15

　

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

■
身　

分

　

特
別
職
国
家
公
務
員
（
生
徒
）

　
　
　

自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん

■
高
校
教
育

　

横
浜
修
悠
館
高
等
学
校
（
通
信

　

制
）
に
入
学
し
、
生
徒
課
程
修

　

了
時
に
高
等
学
校
の
卒
業
資
格

　

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■
居
住
場
所

　

武
山
駐
屯
地
（
神
奈
川
県
横
須

　

賀
市
御
幸
浜
2
―
1
）

■
休　

日

　

週
休
2
日
制
（
祝
日
、
年
末
年

　

始
、
夏
季
休
暇
）

■
給　

与

　

生
徒
手
当
＝
月
額
9
万
4
9
0

　

0
円

　

ボ
ー
ナ
ス
年
2
回
（
6
月
、
12

　

月
）

■
待　

遇

　

食
事
、
制
服
類
、
寝
具
は
、
支

　

給
ま
た
は
貸
し
出
し

■
受
付
期
限

　

平
成
23
年
1
月
7
日（
金
）

■
試
験
日

　

平
成
23
年
1
月
22
日（
土
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄

出
張
所

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
3
9
2
1

名
寄
市
西
1
条
南
9
丁
目

■
対
象
と
な
る
世
帯

　

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助

　
　

を
受
け
て
い
る
世
帯

　

②
障
害
者
が
い
る
世
帯
で
、
か

　
　

つ
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課

　
　

税
の
措
置
を
受
け
て
い
る
世

　
　

帯

　

③
社
会
福
祉
施
設
に
入
居
し
、

　
　

自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
込
ん
で

　
　

い
る
世
帯

■
内　

容

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す

る
た
め
の
「
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

（
1
台
）」
を
無
償
給
付
し
、
訪
問

設
置
を
し
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
改
修

な
ど
が
必
要
な
場
合
に
は
無
償
で

行
い
ま
す
。
ま
た
、
共
同
受
診
施

設
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
改
修
経

費
の
う
ち
支
援
対
象
世
帯
が
負
担

す
る
額
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

総
務
省
で
は
地
デ
ジ
チ
ュ

ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
な
ど

の
支
援
を
し
て
い
ま
す

交
通
事
故
被
害
世
帯
を

　
　
　
　

援
護
し
ま
す

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

の
生
徒
を
募
集
し
ま
す

北
海
道
の「
食
」を

　
　

応
援
し
ま
せ
ん
か
？

お 知 ら せ
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中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（10月31日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,869人（＋9）

920人（＋6）

949人（＋3）

913戸（＋4）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

　新しい歯科診療所
の診療に先立って行わ
れた内覧会では、多く
の方が見学に訪れ、温
かい雰囲気の施設を
実感してもらいました。
新しい歯科診療所の
様子は、本紙2ページ
目をご覧ください。

　知事が地域の実情を聞き、地域の皆さんと直接対話する「まちかど対話」
では、御囲優子さん、加藤知子さん、丸藤紗織さん、小林富士子さん、三
井美代子さんが、中川町で農業を営むことになったきっかけや中川町の農
業についてお話しをしました。知事との食卓には、地物の材料を使ったお
菓子が並び、対話に花を添えました。

高橋知事と貴重なひととき
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